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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください。 

無知の知 ～reason to learn～ 

学年主任 野村 明日香 

 

残暑が厳しい神無月でしたが周囲の山々や赤の広場の木々は赤色や黄色に染まり、目に鮮やかな季節

となりました。１年生もそろそろ防寒着の出番です。着こなしセミナーで学んだことを生かして本校の

制服にふさわしい防寒着を選んで、ブレザーの上から着用してください。 

 さて、先週まで文理選択を決める三者懇談が行われました。進路を考える上で最初の分岐点とでもい

いましょうか、それぞれがなりたい自分を想像して科目を選択し、覚悟をしたことでしょう。悩んだ末に

出した結論があなたを更なる学びへと向かわせていることと思います。先月行われた先輩職業人の話を

聞く会で、みなさんが「高校で学んでいる勉強が何の役に立っていると思いますか。」と質問する姿が印

象に残りました。私がおじゃました理数コースでも、社会・ビジネスコースでも同じような問いを耳にし

ました。「なぜ今この教科を勉強せねばならぬのか」そもそも「何のために学ぶのか」高校生なら誰しも

が一度は考えることではないでしょうか。私は生徒から「何のために数学を勉強しなければならないの

か。微分・積分が社会に出てから必要なのか。」と聞かれることがあります。そのような時は「直接社会

に出てから微分・積分の知識を使う場面はないかもしれないけれど、数学は問いに対して論理的に解決

方法を色々なアプローチで考えられるから、思考力を育んでいる点が社会に出てからも役立つと思う。」

と答えています。微分・積分は物理を勉強していると速度や加速度、移動距離の単元で知識が繋がり感動

しますし、以前生徒がコッペパンとアンパンの体積を積分で説明した HR 日誌を読んだときは私の心に

灯がともったことを思い出します。そして「何のために学ぶのか」という問いに対する私の答えは「幸せ

になるために学ぶ」です。あなたにとって幸せとは何ですか。知識と知識がつながったとき視界がぱっと

広がった経験はありませんか。疑問がひとつ解けたとき喜びを感じたことはありませんか。 

 

「勉強する」とは「今までこの地球上に存在した人々が経験し、発見しては次の世代へと伝えてきたすば

らしい知識や知恵を今度は自分が受け継ぎ、自分のものにすること」～喜多川泰「手紙や」より～ 

「勉強するから、何をしたいか分かる。勉強しないから、何をしたいか分からない。」～ビートたけし～ 

「学べば学ぶほど、自分がどれだけ無知であるか思い知らされる。自分の無知に気づけば気づくほどよ

り一層学びたくなる。」～アインシュタイン～ 

 

 みなさんより少しだけ長く生きている私が感じることは無駄な勉強や学ばなくてよい教科はないとい

うことです。どこでどんな知識や学んだことが役に立つのかは分かりません。後になってあの時もっと

勉強しておけばよかったと後悔するより２年後、６年後の自分を想像してなりたい自分に近づくために

何でも蓄えて「勉強すること」で自分を磨いてほしいと思います。 

 

「学問とは、人間はいかに生きていくかを学ぶものだ。」～吉田松陰～  

 

                                  

１組 宮坂徠希さんの作品 



 

「１２月のお楽しみ」 

 

                            ２組副担任 山本 裕子 

 

12 月に楽しみにしていることがある。それは、初めて週刊少年〇〇を買うことだ。なぜ週刊の少年誌

を買うことが楽しみなのかというと、他校で担任した教え子の連載が始まるからだ。 

連載が始まる漫画家のA君（２５歳）は、高校時代から漫画家になりたいと公言していて、授業ノート

もイラストでいっぱいだった人だ。だが、漫画を描いたことはなく、楽しいそうなことは率先してやるが

課題は出さない（美術部も作品が完成しないのでクビになった）とても心配な人だった。A君は、何も見

ずに街中の様子を描くことができ、即興で描くイラストはどれも上手だったが、私にはいつも「締め切り

を守れない人は漫画家にはなれません。」と言われていた。絵だけでなく、何事においても瞬発力が高いＡ

君は、生徒会でも学園祭実行委員でもないのに学園祭の総合司会に選ばれ、学園祭や球技大会など、イベ

ントで大活躍の高校生活を過ごしていた。 

進路については、高校 2年生の最初の二者懇談で「漫画家は中卒でもなれるから大学は…」と言ってい

たが、冬休み頃にはだんだん現実を見始め、漫画家になるためには、美術大学で幅広い知識や技術力を身

に付けたいと東京の美術大学の映画学科に進学した。A 君が漫画を描き始めたと知ったのは、彼が大学 1

年生の頃、初めて描いた漫画が少年誌の新人賞の最終候補に残ったと人から聞いた時だった。その話を聞

いた時、夢に向かって着実に努力を重ねているのを嬉しく思ったのと、マイペースでのんびりしてると思

っていた彼の成長の早さに驚いたのを覚えている。 

教員をしていると、急激に生徒の成長を感じることがよくある。しかし、それは今まで積み重ねたもの

が一つ一つ繋がって大きく花開いたに過ぎない。皆さんにはこの勉強は必要ないと思うことがあるかもし

れない。しかし、その努力があなたの脳も心も鍛えている。いざ、この道だと自分の進路を決めた時、蓄

えていたものが花開くよう、今後の高校生活でも様々なことに挑戦してほしいです。２０２３年はあなた

にとってどんな年でしたか。そして２０２４年はどのような１年にしたいですか。私は、来年も皆さんの

成長を沢山感じていきたいです。 

 

１２月の主な行事予定 

 １２月 １日（金） 教育相談 

２日（土） 土曜講座 

６日（水） ▲ＡＭカセット  

3 年生三者懇談期間（15 日（金）まで） 

１０日（日） 修学旅行（13 日（水）まで） 

１２日（火） 職業探究 ＳOW（6組山梨大学工学部見学） 

１４日（木）  2 年生休業日 

１６日（土） 土曜講座 

２０日（水） ▼ＰＭカセット 

２１日（木） ⑦カット 

２２日（金） ①～③授業 大掃除 納め式 全校集会 

 学年集会 LHR 

２５日（月）  冬季休業（1 月４日（木）まで） 

２９日（金）  完全閉庁日（１月３日（水）まで） 


